


　あるノーベル賞学者は今後50年でがんを征圧できると予想しています。がん研究の進歩は急

速で、この予想が現実味を帯びてきたのはグリベックという分子標的薬とオプジーボという免

疫チェックポイント阻害薬の出現によります。また、内視鏡治療の進歩により、消化器系のがん

はかなりの大きさでも完全に切除できるようになりました。全国がん登録が始まりそれぞれの

治療でどれだけ生きられるか明らかになってきました。抗がん剤の副作用や耐性の問題も言わ

れますが、遺伝子を調べることで有効な抗がん剤を選ぶことさえできるようになってきていま

す。がんと診断されても、高額なあやしい治療に騙されなければ、寿命をまっとうできる時代が

そこまで来ています。この講演会にて正しい知識を学んでいってください。
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